
平成 30年度 第 3回文化財保護審議会会議録 

 

日 時：平成 31年 2月 14日（木）15:00～17:00 

場 所：飯山市公民館 102号室 

参集者：委 員 望月委員、平野委員、樋口委員、石野委員、浦山委員、丸山委員（欠席） 

    事務局 長瀬教育長、桒原文化振興部長、佐藤市民学習支援課長、藤本文化財係長、 

文化財係宮澤 

傍聴人：なし 

 

１ 開会 

（市民学習支援課長） 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

 （1）県史跡飯山城跡の整備について 

 

 （整備方針案について事務局より配布資料にもとづいて説明） 

（平野委員） 

建造物の復元については厳しい条件があるということがわかりました。そうであれば、今

示された方向で整備していくのが良いかと思いますが、例として出ている ARや VRによる

展示方法というものは実物復元に比べて条件は厳しくないのでしょうか。 

 

 （事務局） 

   実際に建造物を復元する場合と比べると条件や制約は緩やかなものと考えられますが、映

像制作などを委託する場合多額の費用が必要になりますので、その点では慎重な検討が必

要になってくるものと思われます。 

 

 （委員長） 

   今後の整備にあたっては、整備担当課と教育委員会の事務局が事前に検討を加えて積極的

に取り組んでいただきたい。 

 

 （まちづくり課担当職員より整備実施計画について、配布資料をもとに説明） 

 

 （委員長） 

   ご説明をうかがって、来年度の事業は近世に無かった構造物などを撤去する作業が中心に

なることがわかりました。再来年度以降は中期計画にもとづいて復元できるものはしてい

きたい、ということでしたが信頼性が担保された資料がない現状ではそれは難しいことは

担当課の方でもご理解されているものと思います。 

    委員の皆様はどのようなご意見をお持ちでしょうか。 

 



 （委員長） 

   今後整備していく上で地中をかまう必要が出てきた時は発掘調査の実施を念頭に入れて、

前年度のうちに予算を計上していかないと本来の整備から離れていくと思われます。 

    もう一点、現存する土塁が一箇所だけあります。あれを是非保存していくべく、整備の

ための策を講じていただきたいと思います。 

 

 （まちづくり課） 

   発掘調査については来年度予算に計上しています。土塁の保存展示については、整備予定

の休憩所内からも見えるような展示方法などを検討しています。 

 

 （樋口委員） 

   以前に城門に関する調査をしたのはどのような理由があったのでしょうか。 

 

 （まちづくり課） 

   将来の整備にむけての調査としておこなったものです。 

 

 （樋口委員） 

   今日お出しいただいた調査報告書を見ていると、元は飯山城の門だったとされるもののう

ち、近年の間に屋根などの趣が変わってしまったものがあります。また、元は飯山城の門

だったとされる他のものについて、それを証明する根拠はどこにあるのでしょうか。口伝

で元飯山城門だったとされるものにも異説があったりします。今後飯山城の門の復元を考

えていく場合、どのような方法が適当なのだろうかと考えます。頑張って調査整備を進め

ていだたければと思います。 

 

 （浦山委員） 

   最近報道でも取り上げられていますが、城郭のバリアフリーなどはどのようなことを考え

てられますでしょうか。 

 

 （まちづくり課） 

   公園利用者のことを考えますと適切な勾配で本丸まで行くことができるルートを作らなけ

ればいけない、という原則があります。しかし飯山城について考えますと、その原則に則

ると大幅な現状変更が必要になってきますので難しい点があるのが現状です。その上で、

ハード面以外のソフト面での整備・利用方針を検討していく必要があると考えています。 

  

 （平野委員） 

   江戸末期の状態に復元していくとありますが、それは弘化四年の善光寺地震以降の姿とい

うことでよろしいのでしょうか。 

 

 （委員長） 

   城としての機能を果たしていた時期、ということで特に厳密には決めていません。 

 



  （まちづくり課） 

    今後の城址公園の整備にむけて方針やご意見など、これからもいただければと思いますの

でよろしくお願いします。 

 

 

（2）文化財関係について 

 

 （事務局より配布資料にもとづいて説明） 

  

 （浦山委員より西大滝のサイトロメンについて、配布資料により説明） 

 （説明後、浦山委員にサイトロメンの調査書作成を依頼。次回委員会で再検討することとする） 

  

 

（3）その他 

  （事務局） 

   前回でもお話申し上げましたとおり、平成 14年に作成された『飯山市の文化財』の改訂版

作成を計画しています。委員の皆様からご指導いただきますようお願いいたします。 

   

（望月委員） 

   まずどのようなものを作るのか、方針を決めなければならないと思います。また説明内容

については原資料を再点検する必要があります。多少時間がかかっても良いので、良いも

のを作って欲しいと思います。 

 

 

４ その他 

 （事務局） 

   ふるさと館で雛人形の展示を実施中です。来年度事業として善光寺仁王門造立 100 周年を

記念して、縁のある飯山市内で関連行事がおこなわれます。その中で長瀬教育長より講演を

いただく予定ですのでお知らせいたします。 

   次回委員会は来年度の 6月を予定しています。 

 

 

５ 閉会 

 


